
　新潟県教育委員会では、子どもたちに「いじ
めをしない・いじめを許さない」心を育てようと、
家庭・学校・地域が一体となって「いじめ根絶県
民運動」に取り組んで、3年目になりました。�
　今年度の県民運動のテーマは「絆」です。
人と人とが認め合い、かかわり合い、支え合うこ
とができる心の絆を、家庭・学校・地域の中で深
めることにより、子どもたちの豊かな心を育てて
いきましょう。�

　いじめ根絶サポーターとして、県民運動を応援してくだ
さっているみなさんから、エレクトーン演奏や歌、ダンスを
とおして、絆の大切さを伝えていただきました。�

多くのみなさんの参加をお待ちしています。子どもたちと、共に交流し、共に考えてみませんか。�

仲間、家族、地域との「絆」をテーマに、以下の内容で行います。�

● 県立新潟南高等学校演劇部による演劇�
● ゲストと中学生・高校生によるトーク�

●いじめ根絶県民の集い （8月9日（日）午後 会場：新潟テルサ）�

市町村及び中学校区単位で行われます。
詳細は各市町村教育委員会にお問い合
わせください。 

●いじめ根絶スクール集会�

「絆」にかかわる作品を募集します。
作品は県民の集いやスクール集会で
展示します。詳細は新潟県教育庁義務
教育課までお問い合わせください。�
（TEL 025-280-5605） �

●にいがた『絆』作品館�

全国統一の�
24時間いじめ相談ダイヤル  

県立教育センター�
悩みごと相談テレホン�

新潟市いじめＳＯＳ電話�

新潟県いじめ相談電話�
（毎日24時間）�
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子どもたちは、お互いの�
かかわりの中で成長して�
いきます。積極的にかかわり�
合うことによって、子ども�
たちは考えを広げ、協力する�
喜びや思いやりの大切さ�
などを実感することが�

できます。�

子どもたちは、学校・家庭・�
地域社会の中で育っていき�
ます。社会全体で子どもたち�
を見守り、支え合っていく�
ことによって、子どもたちに�
社会性や豊かな心などを�
はぐくむことが�
できます。�

子どもたち一人一人は、�
かけがえのない存在です。�
自分の大切さとともに、�
お互いの存在やよさを�
認め合うことによって、�

子どもたちはやる気や自信などを�
もつことができます。�

　私たちは、妙高市のフレンドスクールで、6泊7日、自然の家で過ごしました。
1週間も家を離れるなんて初めてだったのでとても心配でした。1日目に友
達ができました。活動も楽しくできて、泊まる部屋でも楽しく過ごせました。
でも、寝る時になると、家では今何をやっているのかな、テレビを見ているの
かなと思いながらいつも寝ていました。5日目、「家族からの手紙」がきました。
読んでみるとたくさんのイラストと文が書いてありました。手紙を読んでいて、
すごくうれしくて、もっとがんばろうと思えた言葉がありました。それは、「家
族みんな万利奈の応援団だよ。」という言葉です。すごく涙が出ました。�
　1週間家を離れてみて、家族一人一人の大切さがよく分かりました。自分の
家が一番落ち着きました。みんな一緒に暮らせることが、こんなに幸せなこと
だとは今まで気づきませんでした。�

『 家 族 の 絆 』�

妙高市立新井南小学校6年（平成20年度）　長    万利奈�

〔第1部〕　仲間と共に�

● 県立柏崎養護学校高等部のみなさんによる演奏�
● 中学生によるメッセージ�
● 酒井 杏さん（県内在住の高校生シンガー）親子による演奏�
● 柏崎市綾子舞保存振興会のみなさんによる伝統芸能「綾子舞」�
●  新潟市立内野小学校と新潟大学教育学部のみなさんに�
  よる音楽劇�

〔第2部〕　支え合い・響き合い�

▲ヤマハ新潟店音楽教室の�
　みなさん�

▼しばたパフォーミングキッズの�
　みなさん�

▲カナデフウビの�
　みなさん�

教育長　武藤克己�


